
感染症情報 ３月３１日～４月６日

②溶連菌感染症

④伝染性紅斑

１６８例（堺市 

６２例（堺市 ２例）
５３例（堺市 ４例）

報告数による順位。前週比１４．５％減の１，８６６件。感染性胃腸
炎が府下で前週から１３％減、堺市で前週１４０例→今回１２５例。
溶連菌感染症が府下で１４％減、堺市で前週３１例→今回２２例。
ＲＳウイルス感染症が府下で３１％減、堺市で前週１９例→今回２１
例。伝染性紅斑が府下で１５％減、堺市で前週５例→今回２例。水
痘が府下で２３％増、堺市で前週３例→今回４例であった。
インフルエンザが府下で前週５７３例→今回３２３例で４４％減。堺
市は前週２９例→今回１５例で４８％減。定点当たり大阪府は１．０９、
堺市は０．５２であった。
全数把握疾患である百日咳の報告が大阪府で４１例（泉州ブロッ
クが１５例でワースト。堺市は２例であった。今年の第１１週（３週間
前）の時点で既に昨年１年の累計数を上回っている。

２２例）
③ＲＳウイルス感染症 １５７例（堺市 ２１例）

１２５例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９０医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 １，３２７例（堺市

３２３例（堺市インフルエンザ １５例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

３８９例（堺市新型コロナウイルス感染症 ５３例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回６２３例
→今回３８９例で３８％減、定点当たり２．０８→１．３１であった。堺
市で前週６１例→今回５３例で１３％減、定点当たり２．１０→１．８３
であった。府下のブロック別でワースト２位であった。

大阪府定点 １．３１ 堺市定点 １．８３

麻疹の報告が大阪市ブロックで１件あった。風疹はなかった。

⑤水痘

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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